
証券コード：3933
2025年６月12日

（電子提供措置の開始日 2025年６月５日）

株 主 各 位

東京都品川区東品川二丁目２番24号

チ エ ル 株 式 会 社
代表取締役社長 粟田 輝

第28期定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、当社第28期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご案
内申し上げます。

本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット
上の下記ウェブサイトに「第28期定時株主総会招集ご通知」として電子提供
措置事項を掲載しております。

当社ウェブサイト
https://www.chieru.co.jp/ir/

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載してお
ります。

東証上場会社情報サービス
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

上記の東京証券取引所ウェブサイトにアクセスして、当社名（チエル）又は証券コ
ード（3933）を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択のうえ、
ご覧ください。

議決権の事前行使にあたっては、電子提供措置事項に掲載の株主総会参考
書類をご検討いただき、以下のいずれかの方法により、2025年６月26日（木
曜日）午後５時30分までに議決権を行使くださいますようお願い申し上げま
す。

[郵送による議決権行使の場合]
同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示の上、上記の行使期限までに到着す
るようご返送ください。議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない
場合は、賛成の意思表示をされたものとして取り扱わせていただきます。

[インターネット等による議決権行使の場合]
３頁の「インターネット等による議決権行使のご案内」をご確認くださいま
すようお願い申し上げます。

敬 具
記

１． 日 時 2025年６月27日（金曜日）午前10時00分
（受付開始時間は午前９時30分を予定しております。）

２． 場 所 東京都品川区東品川二丁目２番24号
天王洲セントラルタワー27階 「ホール27」
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３． 会議の目的事項

報告事項 １．第28期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）事業報告
及び連結計算書類の内容ならびに会計監査人及び監査等委員
会の連結計算書類監査結果報告の件

２．第28期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）計算書類
の内容報告の件

決議事項

第１号議案 取締役(監査等委員である取締役を除く。)５名選任の件

第２号議案 監査等委員である取締役３名選任の件

４． その他招集にあたっての決定事項

・議決権行使書に賛否の意思表示がない場合の取扱い
各議案につき賛否の表示のない場合は、賛成の意思表示があったものとして

お取扱いいたします。

以 上

・当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くだ

さいますようお願い申し上げます。

・電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容

を掲載させていただきます。

・株主総会にご出席の株主様にお渡ししておりましたおみやげは、株主の皆様の公平

性への配慮から、廃止させていただいております。何卒ご理解を賜りますよう、お

願い申し上げます。

・今後、株主総会実施の変更点が生ずる場合は、当社ウェブサイトにて掲載すること

によりお知らせいたします。

https://www.chieru.co.jp/ir/
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インターネット等による議決権行使のご案内
インターネットによる議決権行使は、スマートフォンまたはパソコン等から議決権行
使ウェブサイトにアクセスいただき、画面の案内に従って行使していただきますよう
お願いいたします。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

三菱UFJ信託銀行株式会社

証券代行部（ヘルプデスク）

0120-173-027
（通話料無料、受付時間：9：00～21：00）

議決権行使サイトの操作方法に関する

お問い合わせについて

https://evote.tr.mufg.jp/

議決権行使ウェブサイト

インターネットより議決権を行使され
る場合は、郵送によるお手続きは不要
です。

郵送とインターネットにより、二重に議
決権行使をされた場合は、インターネ
ットによる議決権行使の内容を有効と
して取り扱わせていただきます。

インターネットにより、複数回数にわ
たり議決権行使をされた場合は、最終
に行われた議決権行使の内容を有効と
して取り扱わせていただきます。

ご注意事項

お手元の議決権行使書用紙の副票（右
側）に記載された「ログインID」およ
び「仮パスワード」を入力

2

「ログイン」

をクリック

議決権行使ウェブサイトにアクセスする1

「次の画面へ」をクリック

2025年６月26日（木曜日）午後５時30分まで

議決権行使期限

スマートフォンでの議決権行使は、「ログイン

ID」「仮パスワード」を入力することなく議決

権行使サイトにログインできます。

議決権行使書用紙

「ログイン用QRコード」

はこちら

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。
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事 業 報 告

（自 2024年４月１日
至 2025年３月31日）

１ 企業集団の現況に関する事項

(1) 事業の経過及び成果

① 経営成績

当連結会計年度における国内の学校教育を取り巻く環境としては、我が国の

総合的な教育計画である「第４期教育振興基本計画」（計画期間2023～2027年

度）の下、１人１台端末の持続的な活用やネットワーク環境の更なる改善が求

められるとともに、GIGAスクール構想加速化基金に関する要領の公表及び整備

に係るガイドラインの公表がなされ、GIGAスクール第２期（2024年度～2028年

度）の整備が開始されております。

高等学校・大学にあっても、同基本計画の目標４「グローバル社会における

人材育成」にて外国語教育の充実が謳われ、DX推進についても引き続き各校が

環境整備を進めております。

このような市場動向のもと、当連結会計年度の売上高は6,896,797千円（前年

同期比49.2％増）、営業利益は677,928千円（前年同期比14.5％増）、経常利益は

661,188千円（前年同期比0.2％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は

423,814千円（前年同期比21.4％増）となりました。なお、営業利益において

は、Ｍ＆Ａに係る費用37,501千円が販売管理費に計上されており、利益引き下

げの要因となっております。また営業外損益において、前連結会計年度の持分

法による投資利益は60,160千円でしたが、出資先との業務提携等による事業面

の効果を再評価した結果、一部の会社を前連結会計年度に持分法適用の範囲か

ら除外したことから、当該会社の持分法による投資利益50,404千円が減少して

おります。また、株式会社オキジムの株式取得を目的として金融機関より新規

に借入をおこなったことに伴う資金調達費用12,000千円及び支払利息8,894千円

を計上しております。一方、持分法適用関連会社であったワンビ株式会社の株

式を売却したことによる関係会社株式売却益78,177千円が特別利益に計上され

ております。
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② セグメントごとの経営成績

セグメントごとの経営成績は次の通りです。なお、当連結会計年度より、報

告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、当連結会計年度

の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

（小学校・中学校部門）

小学校・中学校部門においては、四国においてタブレット機器を含むリプ

レイス案件があったこと、統合ID管理システム及び構築が好調であったこと、

さらに株式会社オキジムが加わったことで、前年同期比増収増益となりまし

た。以上の結果、売上高は2,033,825千円（前年同期比22.3％増）、セグメン

ト利益は319,095千円（前年同期比4.8％増）となりました。

（高等学校・大学部門）

高等学校・大学部門においては、年度末にLMS事業の高収益案件を獲得した

こと、大学の環境整備によりハードウェア画像転送システム「S600-OP」の出

荷が好調であり、増収要因となりました。一方、進路事業における広告収入

が減少したこと、学校公演事業においてコロナ行動制限の解除で前期に集中

した高等学校向けの公演が当期は少なかったことから、前年同期比で増収も

減益となりました。以上の結果、売上高は2,492,550千円（前年同期比2.7％

増）、セグメント利益は238,402千円（前年同期比12.1％減）となりました。

（その他）

その他の部門においては、行政機関や企業向けの什器・事務機器販売が増

加したことに加え、トラストコミュニケーション株式会社及び株式会社オキ

ジムの連結によって、前年同期比増収増益となりました。以上の結果、売上

高は2,370,421千円（前年同期比345.9％増）、セグメント利益は120,431千円

（前年同期比634.8％増）となりました。
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＊ 財産及び損益の状況

区分
第25期

2022年３月期
第26期

2023年３月期
第27期

2024年３月期

第28期
2025年３月期

(当連結会計年度)

売上高 千円 4,095,498 3,866,973 4,621,680 6,896,797

経常利益 千円 647,585 620,990 662,620 661,188

親会社株主に帰属する
当期純利益

千円 472,717 423,269 349,179 423,814

一株当たり当期純利益 円 61.91 56.54 46.89 56.93

総資産 千円 6,384,002 6,701,849 6,119,090 10,614,789

純資産 千円 2,142,093 2,525,563 2,712,079 3,841,165

一株当たり純資産 円 281.38 334.79 363.26 413.66

（注）一株当たり当期純利益は、期中平均株式数に基づき算出しております。一株当たり純資産は期
末発行済株式数により算出しております。

(2) 設備投資の状況

当連結会計年度の主な設備投資は、研究開発部門における製品開発を中心とす

る総額123,700千円の投資を実施しました。

(3) 資金調達の状況

当連結会計年度においては、株式会社オキジムの株式取得を目的として、長期

借入金1,200,000千円を調達いたしました。当連結会計年度末の貸借対照表におい

て、当該借入金は短期借入金120,000千円及び長期借入金1,050,000千円として計

上されております。

(4) 他の会社の株式の取得の状況

当社は、2024年５月31日開催の取締役会において、トラストコミュニケーショ

ン株式会社の株式を取得し、子会社化することについて決議いたしました。また、

2024年６月10日付で株式を取得したことにより子会社化しました。

当社は、2024年12月23日開催の取締役会において、株式会社オキジム（以下、

オキジム）の株式を取得し、子会社化することについて決議いたしました。また、

2024年12月27日付で株式を取得したことにより子会社化いたしました。
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(5) 重要な親会社及び子会社の状況

① 親会社の状況

該当事項はありません。

② 重要な子会社の状況

会社名
資本金
(千円)

当社の出資
比率(％)

主要な事業
の内容

株式会社オキジム 43,050 51.6

ＯＡ機器、複合機、その他
事務用機械器具一切、事務
用品、文具全般の販売及び
賃貸借並びに修理

沖縄チエル株式会社 10,000 100.0 教育用ソフトウェアの販売

株式会社コラボレーショ
ンシステム

10,000 100.0
学校におけるシステム運
用・監視などのパッケージ
ソフトの開発及び販売

四国チエルクリエイト
株式会社

10,000 100.0
教育用機械器具・教材の販
売、ＯＡ機器の販売・保守

チエルコミュニケーション
ブリッジ株式会社

25,000 100.0
高校における進路相談会の
実施

株式会社東京音楽鑑賞協会 10,000 100.0 音楽演奏会の企画・斡旋

美馬チエル株式会社 0 100.0
自治体、行政向けコンサル
ティング及び紹介業、各種
セミナー及び研修の運営

トラストコミュニケーシ
ョン株式会社

10,600 100.0
ICT インフラ・運用保守・
AI/IoT/RPA 通信コンサル

③ 持分法適用会社の状況

会社名
資本金
(千円)

当社の出資
比率(％)

主要な事業
の内容

株式会社エディト 49,950 20.0
出版物・印刷物の企画・制
作、広告代理業務など

セーバー株式会社 50,000 30.0
WebRTCを活用したシステム
開発・コンサルティング

― 7 ―

2025年05月27日 13時22分 $FOLDER; 7ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



(6) 対処すべき課題と施策

① 教育ICT分野における新しい技術・製品への対応

日本の情報通信環境において、今やスマートフォンやタブレット端末は携帯

情報端末として広く定着し、無線LANなどの通信インフラの充実を背景にクラウ

ドサービスが急速に普及しました。次世代通信規格「5G」のサービス開始や個

人所有の端末を企業や学校に持ち込んで使用する「BYOD」環境の普及など、通

信インフラ・デバイス・サービスの３つの要素は、相互に影響を及ぼしながら

今も急速な進化を続けています。

当社グループでは、こういった新しい技術や製品が教育市場にどのように影

響を与えるのか慎重に見極めながら、多様化するデバイスの特性を生かしたサ

ービスや、クラウドサービスに対応した教材など、新しい製品や教材の開発・

提供に積極的に取り組んでまいります。

② 販売代理店との関係構築と販売力の強化

当社グループは全国に営業拠点を設置し、地域に密着した営業に努めており

ます。エンドユーザーである各地の教育委員会や大学への情報提供や提案はも

ちろんですが、商品・製品の販売を広げていくためにはエンドユーザーの入札

に参加する販売代理店との関係構築が極めて重要と考えております。

展示会への出展や情報冊子（チエルマガジン）の配布のほか、パートナー制

度の充実や自社セミナーの開催などにより、密にコミュニケーションを取り、

協業を進め関係を強化するための施策を実行してまいります。

③ 製品及び販売チャネルのグローバル展開の拡大

国内の文教市場は少子化の影響により長期的には縮小が見込まれておりま

す。一方、文教ICT市場で日本を先行する北米や、経済成長が著しい東南アジ

ア諸国など、海外での販売を拡大するため、海外市場に対応した製品ラインナ

ップの強化と販売チャネルの開拓に取り組んでまいります。

④ 優秀な人材の獲得・育成と、組織体制の充実

当社グループが事業を拡大し成長を続けるためには、グループ各社間の協業

によるシナジーの創出や、本社機能の統合及び共有による効率化が重要である

と考えております。これを達成するために、各業務部門に相応の専門性やスキ

ルを有する優秀な人材を確保することが重要な課題であり、採用活動や人事評

価制度の充実等による人材マネジメントを強化してまいります。

また事業規模に応じた内部管理体制やコーポレート・ガバナンスのより一層

の充実にも取り組んでまいります。
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(7) 主要な事業内容

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社、連結子会社８社（株式会

社オキジム、沖縄チエル株式会社、株式会社コラボレーションシステム、四国チ

エルクリエイト株式会社、チエルコミュニケーションブリッジ株式会社、株式会

社東京音楽鑑賞協会、トラストコミュニケーション株式会社、美馬チエル株式会

社）、関連会社２社（株式会社エディト、セーバー株式会社）の計11社で構成され

ております。

教育ICT事業を行っており、報告セグメントにつきましては「小学校・中学校部

門」、「高等学校・大学部門」及び「その他」の３つに区分しております。

各セグメントの事業概要は次のとおりとなります。

① 小学校・中学校部門

小学校・中学校部門は、小学校・中学校向けに、授業・講義支援システム及

びデジタル教材の企画・開発・製造・販売、並びに情報セキュリティ対策のソ

フトウエアや運用管理ソリューションの企画・開発・仕入・製造・販売を行っ

ております。

② 高等学校・大学部門

高等学校・大学部門は、高等学校・大学向けに、授業・講義支援システム及

びデジタル教材の企画・開発・製造・販売、並びに情報セキュリティ対策のソ

フトウエアや運用管理ソリューションの企画・開発・仕入・製造・販売を行っ

ているほか、高等学校に対して、大学・短期大学・専門学校を集めた進学相談

会の企画・実施や、進学情報誌の企画・制作・配布を行い、高校生の職業・進

路選択に役立つ情報・サービスを提供しています。

③ その他

その他の部門では、文教市場以外の企業・官公庁に対し、情報セキュリティ

対策のソフトウエアや運用管理ソリューションの企画・開発・仕入・製造・販

売を行っております。
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(8) 主要な営業所

① 当社

本 社 東京都品川区東品川二丁目２番24号

札 幌 営 業 所 北海道札幌市中央区南２条西九丁目１番２号

仙 台 営 業 所 宮城県仙台市青葉区大町一丁目４番１号

首 都 圏 営 業 所 東京都品川区東品川二丁目２番24号

名 古 屋 営 業 所 愛知県名古屋市中区錦一丁目18番11号

大 阪 営 業 所 大阪府大阪市西区土佐堀一丁目５番11号

広 島 営 業 所 広島県広島市中区基町11番10号

福 岡 営 業 所 福岡県福岡市博多区博多駅東二丁目４番17号

沖 縄 営 業 所 沖縄県浦添市屋富祖一丁目６番３号

② 子会社

株 式 会 社 オ キ ジ ム 沖縄県浦添市字港川４５８

沖 縄 チ エ ル 株 式 会 社 沖縄県浦添市屋富祖一丁目６番３号

株式会社コラボレーションシステム 福岡県福岡市博多区博多駅東二丁目４番17号

四国チエルクリエイト株式会社 徳島県三好市井川町西井川319-29

チエルコミュニケーションブジッジ株式会社 本社：東京都品川区東品川二丁目２番24号

大阪支社・名古屋支社・仙台支社・福岡支社

株式会社東京音楽鑑賞協会 東京都品川区東品川区二丁目２番24号

トラストコミュニケーション株式会社 沖縄県名護市豊原２２１－３８
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(9) 従業員の状況（2025年３月31日現在）

①企業集団の従業員の状況

従業員数(名)

311(93)

(注) １．従業員数は就業人員(当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。)
であり、臨時雇用者数(契約社員、パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。)は、
最近１年間の平均人員を( )外数で記載しております。

２．当社グループは、製品・サービスの最終顧客によりセグメントを分類し、従業員を特定の
セグメントに関連付けることができないため、一括して記載しております。

３．従業員が前連結会計年度に比べ増加している主な理由はトラストコミュニケーション株式
会社及び株式会社オキジムを子会社化したことによるものであります。

②当社の従業員の状況

従業員数(名) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年)

52(23) 39.6 6.9

(注) 従業員数は就業人員(当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。)
であり、臨時雇用者数(契約社員、パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含む。)は、
最近１年間の平均人員を( )外数で記載しております。

(10) その他の企業集団の現況に関する重要な事項

特に記載すべき事項はございません。
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２ 会社の株式に関する事項（2025年３月31日現在）

(1) 株式の状況

① 発行可能株式総数 28,800,000株

② 発行済株式の総数 7,872,000株（自己株式 416,790株を含む）

③ 株主数 3,821名

④ 大株主（上位10名）

氏名又は名称
所有株式数

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

川居 睦 2,038,600 27.34

アルプスシステムインテグレーション株式会社 720,000 9.65

株式会社旺文社 720,000 9.65

光通信株式会社 272,600 3.65

キヤノンＩＴソリューションズ株式会社 237,100 3.18

株式会社旺文社キャピタルマネジメント 180,000 2.41

株式会社日本カストディ銀行 133,800 1.79

株式会社ダイヤ書房 122,000 1.63

大賀 昭雄 100,000 1.34

森 達也 100,000 1.34

計 4,624,100 62.02

（注）持株比率は、自己株式（416,790株）を控除して計算しております。

(2) 当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状況

・取締役、その他の役員に交付した株式の区分別合計

区分 株式数(株)
交付対象者数

(名)

取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役

を除く。）
18,100 5

社外取締役（監査等委員である取締役を除く。） － －

監査等委員である取締役 1,200 3

(3) その他株式に関する重要な事項

特に記載すべき事項はございません。
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３ 新株予約権等に関する事項

(1) 当事業年度の末日における新株予約権の状況及び取締役の保有状況

名称 区分
新株予約権の目
的となる株式の
種類および数

1個当たり
発行価額
1個当たり
行使価額

行使期限 個 数
保有者

数

第５回新株予約権

2019年６月26日

取締役会決議

取締役
(社外取締役
を除く)

普通株式

15,000株
(新株予約権１個
につき200株)

1,100円
82,800円

2022年７月１日
～

2029年７月11日
75個 ３名

第7回新株予約権

2021年６月25日

取締役会決議

取締役
(社外取締役
を除く)

普通株式

30,000株
(新株予約権１個
につき100株)

100円
118,100円

2021年７月14日
～

2031年６月30日
196個 ２名

(2) 当事業年度中に職務執行の対価として当社使用人等に交付した新株予約権等の

状況

特に記載すべき事項はございません。

(3) その他新株予約権等に関する重要な事項

特に記載すべき事項はございません。
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４ 会社役員に関する事項

(1) 取締役の氏名等（2025年３月31日現在）

会社における地位 氏名 担当及び重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 会 長
かわ い むつみ

川 居 睦 株式会社オキジム 取締役

代 表 取 締 役 社 長
あわ た あきら

粟 田 輝

取 締 役
かた おか ひさ のり

片 岡 久 議
株式会社オキジム 取締役
四国チエルクリエイト株式会社 取締役

取 締 役
まえ だ よし かず

前 田 喜 和

沖縄チエル株式会社 代表取締役
四国チエルクリエイト株式会社 取締役
トラストコミュニケーション株式会社 取締役

取 締 役
わか まつ ひろ お

若 松 洋 雄

取締役（監査等委員）
かた おか しん すけ

片 岡 伸 介
チエルコミュニケーションブリッジ株式会社 監査役
トラストコミュニケーション株式会社 監査役

取締役（監査等委員）
ごう あき お

呉 明 植 伊藤・呉法律事務所 パートナー弁護士

取締役（監査等委員）
ほん だ しん ご

本 田 真 吾 本田法律事務所 パートナー弁護士

（注）１．2024年６月27日開催の第27期定時株主総会において、片岡久議氏が取締役に新たに選任さ
れ、就任いたしました。

２．取締役呉明植氏、本田真吾氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。ま
た、２氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出ております。

３．当社は、内部統制システムを通じた組織的監査を実施することにより監査の実効性を確保
していることから、常勤の監査等委員を選定しておりません。

４．当社は、上記の兼職先との重要な取引はありません。
５．当社は、片岡伸介氏、呉明植氏及び本田真吾氏との間で会社法第427条第1項の規定に基づ

き、同法第423条第1項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
なお、その契約内容の概要は次のとおりであります。

・取締役（業務執行取締役等であるものを除く）が当社に損害賠償責任を負う場合には、会
社法第425条第１項の最低責任限度額を限度として、その責任を負う。

・上記の責任限定が認められるのは、取締役（業務執行取締役等であるものを除く）がその
責任の原因となった職務の執行について善意でかつ重大な過失がないときに限るものとす
る。

６．当社は、優秀な人材の確保、職務の執行における萎縮の防止のため、会社法第430条の３
第1項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しております。その契
約の概要等は以下の通りです。
① 被保険者の範囲

当社および当社のすべての子会社のすべての取締役（監査等委員を含む）および監査役
で、既に退任されたものも含みます。

② 保険契約の内容の概要
(イ)被保険者の実質的な保険等負担割合

保険料は会社負担としており、被保険者の実質的な保険料負担はありません。
(ロ)塡補の対象となる保険事故の概要

被保険者が負担することになる責任追及の訴えに係る争訟費用、法律上の損害賠償金を
支払うことによる損害を当該保険契約により填補することとしております。ただし、法
令もしくは取締法規に違反する行為であることを認識して行った行為に起因して生じた
損害は補填されないなど、一定の免責事由があります。
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(2) 取締役の報酬等の額

① 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項

当社は、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針を、以下の通り、

2023年6月29日開催の定時株主総会の決議に基づき、定めております。

基本方針は次のように定めております。

・当社の取締役の報酬は、個々の取締役の報酬の決定に際しては、各職責

を踏まえた適正な水準とすることを基本方針とする。具体的には、業務

執行取締役の報酬は固定報酬としての基本報酬、業績連動報酬（以上、

金銭報酬）および株式報酬（取締役に対して譲渡制限付株式に関する報

酬等として支給する金銭報酬債権をいう。以下同じ。）により構成し、監

査等委員については、その職務に鑑み、基本報酬および株式報酬を支払

うこととする。

基本報酬の個人別の報酬等の額の決定に関する方針(報酬等を与える時期また

は条件の決定に関する方針を含む。)は次のように定めております。

・当社の取締役の基本報酬は、月例の固定報酬とし、業績連動報酬と合計

して株主総会で決議された支払限度額を上限として、在任期間における

功績や企業業績を総合的に勘案して決定するものとする。

② 取締役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項

2019年６月27日の株主総会決議により、取締役（監査等委員を除く）の金銭

報酬限度額は年額200百万円以内、取締役（監査等委員）は年額30百万円以内と

定められております。当該定時株主総会終結時点の取締役（監査等委員を除く）

の員数は４名、取締役（監査等委員）の員数は３名です。

また、上記の報酬限度額とは別枠として、2022年6月29日開催の定時株主総会

決議により、取締役（監査等委員を除く）の株式報酬の限度額は年額30百万円

以内と定められております。当該定時株主総会終結時点の取締役（監査等委員

を除く）の員数は４名です。2023年６月29日開催の定時株主総会決議により、

取締役（監査等委員）の株式報酬の限度額は年額５百万円以内と定められてお

ります。当該定時株主総会終結時点の取締役（監査等委員）の員数は３名です。

③ 取締役の個人別の報酬等の内容の決定に係る委任に関する事項

当社においては、個人別の報酬額については取締役会決議にもとづき代表取

締役会長である川居睦がその具体的内容について委任をうけ、役位毎の役割・

責任に応じた基準テーブルに基づき算出し、決定するものとし、その権限の内

容は、各取締役の基本報酬、業績連動報酬および株式報酬の額としております。

なお、取締役会が代表取締役会長に委任をした理由は、当社全体の業績を俯瞰

しつつ各取締役の担当領域や職責の評価を行うには代表取締役会長が最も適し
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ていると判断したためであります。また、取締役の個人別の報酬等の内容は、

株主総会で決議された支払限度額に収まっており、在任期間における功績や企

業業績を総合的に勘案しながら役位毎の役割・責任に応じた基準テーブルに基

づき算出・決定されていることから、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決

定方針に沿うものであり、当該権限が適切に行使されているものと取締役会は

判断しております。なお、報酬決定については、事前に監査等委員に各報酬額

が適正であるか諮ることで、透明性及び客観性を高めるよう努めています。

④ 取締役（監査等委員であるものを含む）の報酬等の額

役員区分

報酬等の

総額

(千円)

報酬等の種類別の総額(千円) 対象となる

役員の員数

(人)
基本報酬

業績連動

報酬等

非金銭

報酬等

取締役(監査等委員を除く)

（うち社外取締役）

120,002
(－)

98,850
(－)

9,984
(－)

11,167
(－)

5
(－)

監査等委員である取締役

(うち社外取締役)

14,870
(6,913)

14,130
(6,420)

－

(－)

740
(493)

3
(2)

（注）業績連動報酬等は、事業年度ごとの業績向上に対する意識を高めるため、連結経常利益の予算
達成水準を主な指標とし、連結当期純利益、連結営業利益の予算達成率・前期比増減及びその
内容等も含め考慮して算出された額を賞与として毎年、一定の時期に支給しております。
なお、当事業年度の業績連動報酬等を定めた際に主な指標とした2024年3月期の連結経常利益
の予算達成水準は下記のようになります。

2024年３月期
予算(千円) 実績(千円) 達成率（％）

連結経常利益 650,000 662,620 101.9

当事業年度に支給した株式報酬の内容は、以下のとおりです。

対象者

当社の取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除
く。）
５名
当社の監査等委員である取締役
３名

株式報酬総額 11,908,100円

各取締役に対する株式報
酬額

当社における各割当対象者の貢献度等諸般の事項を総合的に勘
案の上決定

割り当てる株式の種類お
よび割当の方法

普通株式を自己株式の処分により割当

割り当てる株式の総数 19,300株

払込金額
各取締役会決議日の前営業日における東京証券取引所における
当社の普通株式の終値を基礎として、当該普通株式を引き受け
る対象取締役に有利とならない金額で当社取締役会が決定。

譲渡制限期間
2024年７月26日から割当対象者が当社の取締役を退任する日ま
での期間
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譲渡制限の解除
条件

割当対象者が、本譲渡制限期間の開始日以降、最初に到来する
当社の定時株主総会の開催日まで継続して、当社の取締役の地
位にあったことを条件として、期間満了時点をもって、当該時
点において割当対象者が保有する本割当株式の全部につき、譲
渡制限を解除。ただし、割当対象者が、当社取締役会が正当と
認める理由により、本譲渡制限期間の開始日以降、最初に到来
する当社の定時株主総会の開催日の前日までに当社の取締役を
退任した場合には、2024年７月から割当対象者が当社の取締役
を退任した日を含む月までの月数を12で除した数に、当該時点
において割当対象者が保有する本割当株式の数を乗じた数（た
だし、計算の結果１株未満の端数が生ずる場合には、これを切
り捨てるものとする。）の本割当株式につき、当該退任の直後
の時点をもって、これに係る譲渡制限を解除。

当社による無償取得

割当対象者が、本譲渡制限期間の開始日以降、最初に到来する
当社の定時株主総会の開催日の前日までに当社の取締役を退任
した場合、当社取締役会が正当と認める理由がある場合を除
き、本割当株式を、当該退任の時点をもって、無償で取得す
る。

当該報酬制度および譲渡制限付株式割当契約に関するその他の事項については、当社取締役
会にて定めます。

(3) 社外役員に関する事項
区分 氏名 主な活動状況

取締役
(監査等委員)

呉 明植

当事業年度に開催された取締役会19回のうち19回全て及び監査等委員会12
回のうち12回全てに出席しました。弁護士資格を有しており、法務・コン
プライアンス面について有している経験と専門知識に基づき、適宜質問、
意見表明等を行うことで、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保す
るための適切な役割を果たしております。監査等委員会では当社グループ
のガバナンス体制等について適宜必要な発言を行っております。

取締役
(監査等委員)

本田 真吾

当事業年度に開催された取締役会19回のうち19回全て及び監査等委員会12
回のうち12回全てに出席しました。弁護士資格を有しており、法務・コン
プライアンス面について有している経験と専門知識に基づき、適宜質問、
意見表明等を行うことで、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保す
るための適切な役割を果たしております。監査等委員会では当社グループ
のガバナンス体制等について適宜必要な発言を行っております。
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５ 会計監査人の状況
(1) 会計監査人の名称

太陽有限責任監査法人

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

報酬等の額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 32,100千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他

の財産上の利益の額の合計額
32,100千円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に
基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できないため、
当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．監査等委員会は、監査計画における監査内容・監査日数・配員体制、報酬見積りの計算
根拠、会計監査人の職務遂行状況などを勘案し、検討した結果、当事業年度の会計監査
人の報酬等の額について同意をいたしました。

(3) 非監査業務の内容
該当事項はありません。

(4) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査等委員会は、法令に定める事由または会計監査人の適格性・独立性を害

する事由等の発生により、適正な監査の遂行が困難であると認められる場合等
に、必要に応じて解任または不再任に関する決定を行う方針です。

(5) 責任限定契約の内容の概要
該当事項はありません。

(6) 会計監査人が過去２年間に受けた業務停止処分
当社の会計監査人である太陽有限責任監査法人は、2023年12月26日付で、金

融庁から契約の新規の締結に関する業務の停止３か月（2024年１月１日から同
年３月31日まで。ただし、すでに監査契約を締結している被監査会社について、
監査契約の期間更新や上場したことに伴う契約の新規締結を除く。）の処分を受
けました。
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６ 会社の体制及び方針

(1) 業務の適正を確保するための体制

当社では、会社法及び会社法施行規則に基づき、業務の適正を確保するための

体制整備の基本方針として、内部統制システム整備の基本方針を定め、以下のよ

うな体制のもと運用しております。

ａ 取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人の職務の執行が法令及
び定款に適合することを確保するための体制

(a) 「コンプライアンス規程」等の諸規程を整備し、取締役（監査等委員であ
る取締役を除く。）及び従業員に対してコンプライアンス教育を実施し、取
締役（監査等委員である取締役を除く。）及び従業員が法令、定款、社内諸
規程等に則った職務執行を行うことを推進する。

(b) 取締役会は、会社法をはじめとする諸法令に基づく適法性及び経営判断に
基づく妥当性を満たすように、取締役（監査等委員である取締役を除く。）
の職務の執行を監督し業務執行の決定を行う。

(c) 監査等委員は、法令に定める権限を行使し、取締役（監査等委員である取
締役を除く。）の職務の執行を監査する。

(d) 社長直属の内部監査担当者を置き、「内部監査規程」に従い各部門の業務執
行及びコンプライアンス等の状況等につき定期的に監査を実施し、結果を
代表取締役に報告する。

ｂ 取締役（監査等委員である取締役を除く。）の職務の執行に係る情報の保存及
び管理に関する体制

(a) 「文書管理規程」を定め、取締役（監査等委員である取締役を除く。）の職
務の執行に係る情報を含む重要文書は、当該規程の定めるところにより保
存・管理する。

(b) 取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び監査等委員がこれらの重要
文書の閲覧を要請した場合は、速やかに閲覧可能なように管理する。

ｃ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
(a) 取締役会は、コンプライアンス、個人情報等様々なリスクに対処するため

諸規程を整備し、周知徹底を図るとともに必要に応じて定期的に見直す。
(b) 内部監査担当は、組織横断的に実施される内部監査により認識された重要

なリスクを代表取締役に報告する。
(c) 取締役（監査等委員である取締役を除く。）は、取締役会に対して業務執行

に係る重要な報告を定期的に行い、取締役会では重要な問題点の把握及び
対応策の立案に努める。

ｄ 取締役（監査等委員である取締役を除く。）の職務の執行が効率的に行われる
ことを確保するための体制

(a) 取締役会は、経営計画及び予算を策定し、各取締役（監査等委員である取
締役を除く。）及び各部門は、その達成に向けて職務を執行し、取締役会は
その実績を管理する。

(b) 「組織・職務権限規程」、「職務分掌規程」により、必要な範囲で権限を委
譲し、責任の明確化を図ることで迅速性及び効率性を確保する。
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(c) 取締役会は月１回定期的に開催するほか、必要に応じて臨時に開催し、機
動的な意思決定に努める。

e 監査等委員がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当
該使用人に関する事項並びにその使用人の取締役（監査等委員である取締役
を除く。）からの独立性に関する事項

(a) 監査等委員は、管理部門の使用人(従業員)に対して監査業務に必要な指示
をすることができる。

(b) 指示を受けた従業員は、その指示について取締役（監査等委員である取締
役を除く。）の指揮命令は受けないものとする。

f 監査等委員の職務を補助すべき使用人に対する指示の実効性の確保に関する事
項

(a) 取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人は、補助使用人の業
務が円滑に行われるよう、監査環境の整備に協力する。

(b) 監査等委員の職務を補助すべき使用人は、必要に応じて弁護士、公認会計
士等から監査業務に関する助言を受けることができる。

g 取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人が監査等委員に報告を
するための体制並びに報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利
な取り扱いを受けないことを確保するための体制

(a) 取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び従業員は、会社に著しい損
害を与える事実が発生し、または発生する恐れがあるとき、あるいは、取
締役（監査等委員である取締役を除く。）及び従業員による違法または不正
行為を発見したときは、法令に従い、直ちに監査等委員に報告するものと
する。

(b) 監査等委員は、重要な意思決定のプロセスや業務の執行状況を把握するた
め、取締役会等重要な会議に出席し、必要に応じ重要文書を閲覧し、取締
役（監査等委員である取締役を除く。）及び従業員に対してその説明を求め
ることができる。

(c) 取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び従業員は、監査等委員の求
めに応じて速やかに業務執行の状況を報告するものとする。

(d) 監査等委員へ当該報告を行ったことを理由として、当該報告者に対し不利
な取り扱いを行うことを禁止する。また、当該行為が禁止事項であること
を、取締役（監査等委員である取締役を除く。）及び使用人に対し周知徹底
する。

h 監査等委員の職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関
する事項その他監査等委員の監査が実効的に行われることを確保するための
体制

(a) 監査等委員がその職務の執行にあたり生じた費用の前払いまたは償還等の
請求をしたときは、当該監査等委員の職務の執行に必要でないと認められ
る場合を除き、速やかに当該費用または債務を処理する。

(b) 監査等委員は、代表取締役及び内部監査担当者と定期的に意見交換を行う
ものとする。

(c) 監査等委員は、定期的に会計監査人から監査の状況報告を受けることによ
り、監査の有効性及び効率性を高める。
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(d) 監査等委員が必要と認めるときは、弁護士や公認会計士等の専門家の意見
を聴取できるようにする。

i 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況
(a) 反社会的勢力に対しては、毅然とした態度で臨むとともに、一切の関係を

遮断する。
(b) 取引先が反社会的勢力と関わる個人、企業、団体等であることが判明した

場合には取引を解消する。
(c) 管理部門を反社会的勢力対応部署と位置づけ、情報の一元管理・蓄積を図

るとともに、公益社団法人警視庁管内特殊暴力防止対策連合会との連携、
情報収集を図れる体制を整備する。

j 当社及びその子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

(a) 関係会社の管理については、「関係会社管理規程」に基づきグループ戦略統
括管掌が総括し、緊密な連携のもとに関係会社に助言・指導を行う。

(b) 関係会社には必要に応じて取締役又は監査役として、当社の取締役又は使
用人を派遣し、業務執行の適正性を監督するとともに、重要事項に関して
は当社へ事前の仰裁又は報告が行われる体制を構築する。また、内部監査
担当が、子会社における内部監査を実施し、業務の適正を確保する。

(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当事業年度における内部統制システムの運用状況の概要は、以下のとおりであ

ります。
① 取締役（監査等委員である取締役を除く。）の職務の執行について

当事業年度において、取締役会を19回開催しており、取締役（監査等委員
である取締役を除く。）及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合するよ
う監督いたしました。

② 監査等委員の職務の執行について
当事業年度において、監査等委員会を12回開催しており、経営の妥当性、

効率性、コンプライアンスに関して幅広く審議検討し、適宜経営に対して助
言や提言を行いました。また、監査等委員は重要な会議に出席するほか、稟
議など重要書類の閲覧を行っており、業務執行の状況を把握することで監査
の実効性の向上を図っております。
上記のほか、監査等委員の職務を補助すべき使用人の設置、監査等委員へ

の報告義務及び報告者の不利な取扱いの禁止等を規定し、周知することで監
査体制強化に努めております。

③ コンプライアンス体制について
内部通報窓口を設置しております。当事業年度において、内部通報の実績

はありませんでした。
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(3) 株式会社の支配に関する基本方針
当社は、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本

方針については、特に定めておりません。

(4) 剰余金の配当等の決定に関する方針
当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題と認識しており、企業体質

の強化及び継続的な商品開発に備えた内部留保を確保しつつ、継続的かつ安定的
な配当を実施していくことを基本方針としております。今後も中期経営計画に掲
げた目標を目指し、企業価値を高めてまいる所存であります。

当事業年度の期末配当につきましては、１株あたり１２.０円といたします。
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連 結 貸 借 対 照 表

（2025年3月31日現在）

(単位：千円)

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 (6,222,115) 流 動 負 債 (4,202,144)

現 金 及 び 預 金 3,135,963 買 掛 金 803,036

売 掛 金 1,417,493 電 子 記 録 債 務 184,962

電 子 記 録 債 権 3,049 短 期 借 入 金 392,372

有 価 証 券 50,000 未 払 法 人 税 等 177,273

商 品 507,586 契 約 負 債 1,907,353

仕 掛 品 14,429 リ ー ス 債 務 270,755

貯 蔵 品 14,084 賞 与 引 当 金 126,589

前 渡 金 231,626 役 員 賞 与 引 当 金 14,025

リ ー ス 投 資 資 産 781,999 そ の 他 325,778

そ の 他 66,250 固 定 負 債 (2,571,479)

貸 倒 引 当 金 △369 社 債 80,000

固 定 資 産 (4,392,673) 長 期 借 入 金 1,415,751

有 形 固 定 資 産 (1,619,544) 退職給付に係る負債 235,953

建 物 331,471 役員退職慰労引当金 131,000

機 械 及 び 装 置 28,981 リ ー ス 債 務 511,244

工具、器具及び備品 77,158 長 期 未 払 金 197,531

土 地 1,181,932

建 設 仮 勘 定 － 負 債 合 計 6,773,624

無 形 固 定 資 産 (1,351,909) 純 資 産 の 部

ソ フ ト ウ エ ア 269,925 株 主 資 本 (3,083,905)

ソフトウエア仮勘定 － 資 本 金 336,572

の れ ん 1,081,983 資 本 剰 余 金 85,167

そ の 他 0 利 益 剰 余 金 3,075,248

投 資 そ の 他 の 資 産 (1,421,220) 自 己 株 式 △413,082

投 資 有 価 証 券 312,751 その他の包括利益累計額 (△17)

関 係 会 社 株 式 18,073 その他有価証券評価差額金 △17

繰 延 税 金 資 産 161,082 新 株 予 約 権 (14,114)

保 険 積 立 金 664,498 非 支 配 株 主 持 分 (743,163)

そ の 他 264,813 純 資 産 合 計 3,841,165

資 産 合 計 10,614,789 負 債 純 資 産 合 計 10,614,789

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書

（自 2024年４月１日
至 2025年３月31日）

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 6,896,797

売 上 原 価 3,672,825

売 上 総 利 益 3,223,972

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,546,043

営 業 利 益 677,928

営 業 外 収 益

受 取 利 息 2,484

受 取 配 当 金 3,507

持 分 法 に よ る 投 資 利 益 3,748

助 成 金 収 入 5,266

そ の 他 1,870 16,877

営 業 外 費 用

支 払 利 息 11,139

資 金 調 達 費 用 12,000

出 資 金 運 用 損 567

社 債 利 息 166

為 替 差 損 8,384

そ の 他 1,358 33,616

経 常 利 益 661,188

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 90

関 係 会 社 株 式 売 却 益 78,177 78,268

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損 25

固 定 資 産 除 却 損 0 25

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 739,431

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 261,826

法 人 税 等 調 整 額 4,052 265,878

当 期 純 利 益 473,552

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 49,738

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 423,814

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書

（自 2024年４月１日
至 2025年３月31日）

(単位：千円)

株 主 資 本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当 期 首 残 高 336,359 96,140 2,703,423 △437,959 2,697,964

当 期 変 動 額

新 株 の 発 行
（新株予約権の行使）

213 213 － － 426

剰 余 金 の 配 当 － － △51,989 － △51,989

親会社株主に帰属する当期純利益 － － 423,814 － 423,814

自 己 株 式 の 処 分 － △11,186 － 24,876 13,690

株主資本以外の項目の当期変動額（純額) － － － － －

当 期 変 動 額 合 計 213 △10,973 371,824 24,876 385,940

当 期 末 残 高 336,572 85,167 3,075,248 △413,082 3,083,905

その他の包括利益
累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

当 期 首 残 高 － 14,115 － 2,712,079

当 期 変 動 額

新 株 の 発 行
（新株予約権の行使）

－ － － 426

剰 余 金 の 配 当 － － － △51,989

親会社株主に帰属する当期純利益 － － － 423,814

自 己 株 式 の 処 分 － － － 13,690

株主資本以外の項目の当期変動額（純額) △17 △1 743,163 743,144

当 期 変 動 額 合 計 △17 △1 743,163 1,129,085

当 期 末 残 高 △17 14,114 743,163 3,841,165

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結注記表

１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記

(1)連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 ８社

連結子会社の名称

株式会社オキジム、沖縄チエル株式会社、

株式会社コラボレーションシステム、四国チエルクリエイト株式会社、

チエルコミュニケーションブリッジ株式会社、株式会社東京音楽鑑賞協会、

トラストコミュニケーション株式会社、美馬チエル株式会社

(2)持分法の適用に関する事項

持分法を適用した関連会社の数 ２社

持分法を適用した関連会社の名称

株式会社エディト、セーバー株式会社

(3)連結の範囲の変更に関する注記

当連結会計年度において、当社は株式会社オキジム及びトラストコミュニケーシ

ョン株式会社の株式を取得したため、連結の範囲に含めております。

2025年１月に持分法適用関連会社であったワンビ株式会社の株式を全て売却した

ことに伴い、持分法適用の範囲から除外しております。なお、持分法適用の範囲

から除外するまでの期間の持分法適用関連会社としての業績が「持分法による投

資利益」に含まれています。

(4)連結子会社の事業年度に関する事項

次に記載の連結子会社以外の連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しており

ます。

株式会社東京音楽鑑賞協会 ２月28日

トラストコミュニケーション株式会社 ９月30日

美馬チエル株式会社 ９月30日

連結計算書類の作成にあたっては、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく財

務諸表により作成しております。
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(5)会計方針に関する事項

① 重要な資産の評価基準及び評価方法

有価証券

ア.満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）

イ.その他有価証券

・市場価格のない株式等

以外のもの

決算期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額

は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定)

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法を採用しております。

棚卸資産

・商品 総平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法により算定)を採用

しております。

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法

・有形固定資産 定率法を採用しております。ただし、1998年４月以

降に取得した建物(建物附属設備は除く)及び2016年

４月以降に取得した建物附属設備については、定額

法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 ３年～15年

機械及び装置 ９年

工具、器具及び備品 ３年～15年

・無形固定資産 市場販売目的のソフトウエアについては見込販売数
量に基づく償却額と残存見込販売有効期間（３年以
内）に基づく均等償却額とのいずれか大きい金額を
計上する方法、自社利用のソフトウエアについては
社内における利用可能期間（５年以内）に基づく定
額法によっております。なお、その他の無形固定資
産については定額法によっております。

・リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定
額法によっております。
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③ 重要な引当金の計上基準

・貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権に
ついては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については、個別に回収可能性を検討し、回収
不能見込額を計上しております。

・賞与引当金 従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額の
うち当連結会計年度に負担すべき金額を計上してお
ります。

・役員賞与引当金 役員の賞与支給に備えるため、会社が算定した当連
結会計年度に負担すべき支給見込額を計上していま
す。

・役員退職慰労引当金 当社の一部の連結子会社では、役員の退職慰労金の
支出に備えるため、内規に基づく当連結会計年度末
要支給額を計上しております。

④ 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差
額は損益として処理しております。

⑤ 収益及び費用の計上基準

当社グループの主な財又はサービスは、インストール用ソフトウエア及びハ

ードウエアの販売、システム構築、当社運用サービスへのアクセス権、保守・

運用であります。インストール用ソフトウエア及びハードウエアの販売につい

ては、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱い

を適用し、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期

間が通常の期間であることから、出荷時点で収益を認識しております。システ

ム構築は、顧客が構築作業の検収をした時点で履行義務が充足されることから、

検収時点で収益を認識しております。当社運用サービスへのアクセス権、保

守・運用は、契約期間にわたりサービスを顧客に提供する義務を負うことから、

一定の期間にわたり充足される履行義務であると判断し、契約により定められ

たサービス提供期間にわたって収益を認識しております。また、主に高等学校

に対し展開している進路事業における主な財又はサービスは、進学相談会、紙

媒体・WEB媒体の広告枠であります。進路相談会については実施日、紙媒体の広

告枠については広告枠の提供日に収益を認識しております。WEB媒体の広告枠に

ついては顧客との契約期間にわたり収益を認識しております。
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⑥ その他連結計算書類作成のための基本となる事項

・退職給付に係る

会計処理の方法

当社は、従業員の退職給付に充てるため、複数事業
主制度の企業年金基金制度を採用しております。複
数事業主制度では、自社の拠出に対応する年金資産
の金額を合理的に算定できないことから、確定拠出
制度と同様の会計処理を実施しております。
また、当社の一部の連結子会社では、従業員の退職
給付に備えるため、当連結会計年度末における退職
給付債務の見込額に基づき計上しております。退職
給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に
係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方
法を用いた簡便法を適用しております。

・のれんの償却方法

及び償却期間

のれんは、10年間で均等償却しております。

２．会計上の見積りに関する注記

ソフトウエア（市場販売目的のソフトウエア）

・当連結会計年度計上額

ソフトウエア 269,925千円

・当社は、市場販売目的ソフトウエアについて製品マスターの改良・強化に要し

た費用を適正な原価計算によって算出し、制作仕掛品についてはソフトウエア

仮勘定として、完成品についてはソフトウエアとして、いずれも資産計上して

おります。市場販売目的のソフトウエアについては見込販売数量に基づく償却

額と残存見込販売有効期間（３年以内）に基づく均等償却額とのいずれか大き

い金額を減価償却費として計上しておりますが、製品販売戦略の見直し等によ

り当初予定していた収益が見込めなくなった製品が発生した場合には、翌連結

会計年度の業績に重要な影響を与える可能性があります。

３．連結貸借対照表に関する注記

有形固定資産の減価償却累計額 978,946千円

４．連結損益計算書に関する注記

売上高のうち、顧客との契約から生じる収益の額 6,896,797千円
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５．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式に関する事項

株式の種類
当連結会計
年度期首

増加 減少
当連結会計
年度期末

普通株式(株) 7,869,000 3,000 － 7,872,000

(2) 配当に関する事項

① 配当金支払額

決議
株式の
種類

配当の
原資

配当金の
総額
(千円)

１株
当たり

配当額(円)
基準日

効力
発生日

2024年
５月27日
取締役会

普通
株式

繰越
利益
剰余金

51,989 ７.０
2024年
３月31日

2024年
６月28日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となる

もの

決議
株式の
種類

配当の
原資

配当金の
総額
(千円)

１株
当たり
配当額
(円)

基準日
効力
発生日

2025年
５月26日
取締役会
（予定）

普通
株式

繰越
利益
剰余金

89,462 １２.０
2025年
３月31日

2025年
６月30日

(3) 新株予約権に関する事項

当連結会計年度の末日における新株予約権(権利行使期間が到来しているもの)
の目的となる株式の数
第５回新株予約権 普通株式 36,800株

第７回新株予約権 普通株式 19,600株

合計 56,400株
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６．金融商品に関する注記

(1)金融商品の状況に関する事項

①金融商品に対する取組方針

当社グループは、設備投資及び短期的な運転資金は原則として自己資金で賄っ

ており、必要に応じ金融機関からの借入による調達を行う方針であります。一

時的な余資につきましては、安全性の高い金融資産で運用しております。

②金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。有価証券は、

短期運用の投資信託、公社債であり、安全性は高いものの、市場価格の変動リ

スクに晒されております。出資金は投資先企業の事業リスクや財務リスク等の

内的なリスクに晒されております。敷金及び差入保証金は、主に事務所の賃貸

借契約に伴うものであり、賃貸主の信用リスクに晒されております。

営業債務である買掛金は、そのほとんどが１年以内の支払期日であります。借

入金は、主に運転資金（短期）及び設備投資（長期）に係る資金調達を目的と

したものであります。これらは、流動性リスクに晒されております。

③金融商品に係るリスク管理体制

信用リスク(取引先の契約不履行等に係るリスク)の管理

当社グループは、クレジット会社以外の顧客への売上債権が発生した場合に

は、顧客ごとに期日管理及び残高管理を行うとともに、主な顧客の信用状況

を把握する体制をとっております。敷金及び差入保証金は、取引開始時に信

用判定を行うとともに、契約更新時その他適宜契約先の信用状況の把握に努

めております。

市場リスクの管理

有価証券、投資有価証券及び出資金については、定期的に時価や発行体（取

引先企業）の財務状況等を把握しております。

資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払いを実行できなくなるリスク)の

管理

当社グループは、営業債務等について、適時に資金繰計画を作成・更新する

とともに、手許流動性の維持等により流動性リスクを管理しております。

④金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には

合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動

要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価

額が変動することがあります。
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⑤信用リスクの集中

該当事項はありません。

(2)金融商品の時価等に関する事項

連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま

す。

当連結会計年度(2025年３月31日)

連結貸借対照
表計上額
(千円)

時価
(千円)

差額
(千円)

有価証券及び投資有価証券

満期保有目的の債券 50,000 49,945 △55

その他有価証券 119,324 119,042 △282

敷金 76,246 65,718 △10,527

差入保証金 121,952 105,113 △16,838

資産計 367,532 339,794 △27,704
長期借入金 1,608,123 1,433,835 △174,287
社債 80,000 79,661 △338
リース債務 781,999 756,523 △25,476

負債計 2,470,122 2,270,020 △200,102
※ 現金については現金であること、並びに預金、売掛金及び買掛金は短期間で決済されるため

時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。

※ 連結貸借対照表に持分相当額を純額で計上する組合その他これに準ずる事業体への出資につ

いては記載を省略しております。当該出資の連結貸借対照表計上額は51,373千円であります。

※ 敷金及び差入保証金は連結貸借対照表の投資その他の資産の「その他」に含まれております。

※ 長期借入金は１年以内返済予定額を含めております。

※ 社債は１年以内償還予定額を含めております。

※ リース債務は１年以内返済予定額を含めております。

※ 投資信託について、一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に従い、投資信託の基準価

額を時価とみなしており、当該投資信託が含まれております。
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(注１) 市場価格のない株式等

市場価格のない株式等は「有価証券及び投資有価証券」には含まれておりません 。

(単位：千円)

区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式 211,499

(注２) 金銭債権及び満期がある有価証券の連結決算日後の償還予定額

当連結会計年度(2025年３月31日)

１年以内

(千円)

１年超

５年以内

(千円)

５年超

10年以内

(千円)

10年超

(千円)

現金及び預金 3,135,963 － － －

売掛金 1,417,493 － － －

受取手形 － － － －

有価証券及び投資有価証券

満期保有目的の債券

公社債 49,920 － － －
合計 4,603,376 － － －

敷金及び差入保証金については償還予定が明確に確定できないため、上表に含めておりませ

ん。

(注３) 長期借入金、社債及びリース債務の連結決算日後の返済予定額

当連結会計年度(2025年３月31日)

１年以内

(千円)

１年超

２年内

(千円)

２年超

３年内

(千円)

３年超

４年内

(千円)

４年超

５年内

(千円)

長期借入金 192,372 384,661 167,506 153,568 710,016

社債 20,000 20,000 20,000 20,000 －

リース債務 270,755 207,714 166,121 120,925 16,483

合計 483,127 612,375 353,627 294,493 726,499
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(3)金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じ

て、以下の３つのレベルに分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成さ

れる当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定

した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外

の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、そ

れらのインプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位

が最も低いレベルに時価を分類しております。

時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券

満期保有目的の債券

公社債 － 49,945 － 49,945

その他有価証券

投資信託 － 15,164 － 15,164

敷金 － 65,718 － 65,718

差入保証金 － 105,113 － 105,113

資産計 － 235,916 － 235,941

長期借入金 － 1,433,835 － 1,433,835

社債 － 79,661 － 79,661

リース債務 － 756,523 － 756,523

負債計 － 2,270,020 － 2,270,020
（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

有価証券及び投資有価証券
公社債及び投資信託は、取引金融機関等から入手する価格によっており、レベル２に分類しております。

敷金及び差入保証金
敷金及び差入保証金は、主に事務所賃借ビルの敷金であり、過去の実績から見積もった平均賃借期間をも

とに将来キャッシュ・フローを国債の利回りによって割り引いた現在価値により算定しており、レベル２に
分類しております。
長期借入金

これらの時価は、固定金利によるものは、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利
率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル２に分類しております。
社債

この社債は、市場価格のないものであり元利金の合計額を当該社債の残存期間及び信用リスクを加味した
利率で割り引いた現在価値により算定しており、レベル2の時価に分類しております。
リース債務

これらの時価については、元利金の合計額を新規に同様のリース取引を行った場合に想定される利率で割
引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しています。
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７．収益認識に関する注記

(1)顧客との契約から生じる収益を分解した情報
(単位：千円)

報告セグメント

合計小学校・中学校

部門

高等学校・大学

部門
その他

一時点で移転される

財・サービス
1,135,333 1,808,859 2,293,726 5,237,919

一定の期間にわたり

移転される財・サービス
898,491 683,690 76,694 1,658,877

顧客との契約から

生じる収益
2,033,825 2,492,550 2,370,421 6,896,797

外部顧客への売上高 2,033,825 2,492,550 2,370,421 6,896,797

(2)収益を理解するための基礎となる情報

収益を理解するための基礎となる情報は、「１．連結計算書類作成のための基本とな

る重要な事項に関する注記 (5)会計方針に関する事項 ⑤ 収益及び費用の計上基

準」を参照ください。

(3)当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報

①契約負債の残高等

(単位：千円)

当連結会計年度

期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権 694,019 1,417,493

契約負債 2,466,492 1,907,353

②残存履行義務に配分した取引価格

残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は、以

下のとおりであります。

(単位：千円)

当連結会計年度

１年以内 1,122,792

１年超２年以内 280,277

２年超３年以内 165,788

３年超 165,098

合計 1,733,957
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８．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 413.66円

(2) １株当たり当期純利益 56.93円

９．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書

2025年５月26日

チエル株式会社

取締役会 御中

太陽有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 岩 﨑 剛 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 南 波 洋 行 ㊞

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、チエル株式会社の2024年４月１日から

2025年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算
書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計
の基準に準拠して、チエル株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期
間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記
載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会
社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人
は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内

容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセス
の整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、
当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程に
おいて、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な
相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な
誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合
には、その事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結

計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
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連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成す
ることが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ
る。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視
することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤

謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の
立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生
する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合
理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通
じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスク

に対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さ
らに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、
監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上
の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入
手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関
して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実
性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、
又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対
して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに
入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で
きなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成
及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを
評価する。

・ 連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分か
つ適切な監査証拠を入手するために、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結
計算書類の監査に関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見
に対して責任を負う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識

別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているそ
の他の事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を
遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を
除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセー
フガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記

載すべき利害関係はない。

以 上
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貸 借 対 照 表

（2025年3月31日現在）

(単位：千円)

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 (1,700,511) 流 動 負 債 (1,978,902)

現 金 及 び 預 金 807,645 買 掛 金 96,405

売 掛 金 375,777 短 期 借 入 金 120,000

商 品 228,155 未 払 金 69,742

前 渡 金 219,889 未 払 費 用 13,947

前 払 費 用 26,713 未 払 法 人 税 等 108,133

そ の 他 42,330 契 約 負 債 1,508,169

固 定 資 産 (3,682,921) 預 り 金 4,522

有 形 固 定 資 産 (85,048) 賞 与 引 当 金 35,419

建 物 59,632 役 員 賞 与 引 当 金 7,650

工具、器具及び備品 25,416 そ の 他 14,911

無 形 固 定 資 産 (235,764) 固 定 負 債 (1,103,811)

ソ フ ト ウ エ ア 235,763 長 期 借 入 金 1,050,000

ソフトウエア仮勘定 － 長 期 未 払 金 53,811

そ の 他 0 負 債 合 計 3,082,713

投 資 そ の 他 の 資 産 (3,362,109) 純 資 産 の 部

投 資 有 価 証 券 151,342 株 主 資 本 (2,286,605)

関 係 会 社 株 式 2,631,834 資 本 金 (336,572)

出 資 金 45,403 資 本 剰 余 金 (113,127)

関係会社長期貸付金 153,129 資 本 準 備 金 36,572

繰 延 税 金 資 産 26,179 その他資本剰余金 76,555

そ の 他 354,220 利 益 剰 余 金 (2,249,987)

利 益 準 備 金 (14,710)

その他利益剰余金 (2,235,277)

繰越利益剰余金 2,235,277

自 己 株 式 (△413,082)

新 株 予 約 権 (14,114)

純 資 産 合 計 2,300,719

資 産 合 計 5,383,433 負 債 純 資 産 合 計 5,383,433

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書

（自 2024年４月１日
至 2025年３月31日）

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 2,368,633

売 上 原 価 1,132,573

売 上 総 利 益 1,236,060

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 799,210

営 業 利 益 436,849

営 業 外 収 益

受 取 利 息 2,700

受 取 配 当 金 2,802

そ の 他 868 6,371

営 業 外 費 用

支 払 利 息 8,894

資 金 調 達 費 用 12,000

出 資 金 運 用 損 567

為 替 差 損 8,384

そ の 他 356 30,203

経 常 利 益 413,017

特 別 利 益

関 係 会 社 株 式 売 却 益 118,094 118,094

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 0 0

税 引 前 当 期 純 利 益 531,111

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 155,165

法 人 税 等 調 整 額 83 155,248

当 期 純 利 益 375,862

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

（自 2024年４月１日
至 2025年３月31日）

(単位：千円)

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金
その他資本
剰 余 金

資本剰余金
合 計

利益
準備金

そ の 他
利益剰余金 利益剰余金

合 計繰 越
利益剰余金

当 期 首 残 高 336,359 36,359 87,741 124,101 9,511 1,916,603 1,926,114

当 期 変 動 額

新株の発行（新株予約権の行使） 213 213 － 213 － － －

剰余金の配当 － － － － － △51,989 △51,989

当 期 純 利 益 － － － － － 375,862 375,862

剰余金の配当に伴う利益準備金の積立て － － － － 5,198 △5,198 －

自己株式の処分 － － △11,186 △11,186 － － －

株主資本以外の項目の当期変動額(純額) － － － － － － －

当期変動額合計 213 213 △11,186 △10,973 5,198 318,673 323,872

当 期 末 残 高 336,572 36,572 76,555 113,127 14,710 2,235,277 2,249,987

株 主 資 本
新株予約権 純資産合計

自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 △437,959 1,948,616 14,115 1,962,731

当 期 変 動 額

新株の発行（新株予約権の行使） － 426 － 426

剰余金の配当 － △51,989 － △51,989

当 期 純 利 益 － 375,862 － 375,862

剰余金の配当に伴う利益準備金の積立て － － － －

自己株式の処分 24,876 13,690 － 13,690

株主資本以外の項目の当期変動額(純額) － － △1 △1

当期変動額合計 24,876 337,989 △1 337,988

当 期 末 残 高 △413,082 2,286,605 14,114 2,300,719

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法

１）有価証券の評価基準及び評価方法

①満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）

②子会社株式及び

関連会社株式 移動平均法による原価法

③その他有価証券

・市場価格のない

株式等以外のもの

時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理

し、売却原価は、移動平均法により算定）

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

２）棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品 総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の

低下による簿価切下げの方法）

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産 定率法を採用しております。ただし、1998年４月以

降に取得した建物(建物附属設備は除く)及び2016年

４月以降に取得した建物附属設備については、定額

法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 ３年～15年

機械及び装置 ９年

工具、器具及び備品 ３年～15年

②無形固定資産 市場販売目的のソフトウエアについては見込販売数
量に基づく償却額と残存見込販売有効期間（３年以
内）に基づく均等償却額とのいずれか大きい金額を
計上する方法、自社利用のソフトウエアについては
社内における利用可能期間（５年以内）に基づく定
額法によっております。なお、その他の無形固定資
産については定額法によっております。
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(3) 引当金の計上基準

①賞与引当金 従業員の賞与支給に備えるため、賞与支給見込額の
うち当事業年度に負担すべき金額を計上しておりま
す。

②役員賞与引当金 役員の賞与支給に備えるため、会社が算定した当事
業年度に負担すべき支給見込額を計上しています。

(4) 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は

損益として処理しております。

(5) 収益及び費用の計上基準

当社における主な財又はサービスは、インストール用ソフトウエア及びハード

ウエアの販売、システム構築、当社運用サービスへのアクセス権、保守・運用で

あります。インストール用ソフトウエア及びハードウエアの販売については、「収

益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、

出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期

間であることから、出荷時点で収益を認識しております。システム構築は、顧客

が構築作業の検収をした時点で履行義務が充足されることから、検収時点で収益

を認識しております。当社運用サービスへのアクセス権、保守・運用は、契約期

間にわたりサービスを顧客に提供する義務を負うことから、一定の期間にわたり

充足される履行義務であると判断し、契約により定められたサービス提供期間に

わたって収益を認識しております。

(6) その他計算書類作成のための基本となる事項

退職給付に係る

会計処理の方法

当社は、従業員の退職給付に充てるため、複数事業
主制度の企業年金基金制度を採用しております。複
数事業主制度では、自社の拠出に対応する年金資産
の金額を合理的に算定できないことから、確定拠出
制度と同様の会計処理を実施しております。
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２．会計上の見積りに関する注記

ソフトウエア（市場販売目的のソフトウエア）

・当事業年度計上額

ソフトウエア 235,763千円

・当社は、市場販売目的ソフトウエアについて製品マスターの改良・強化に要し

た費用を適正な原価計算によって算出し、制作仕掛品についてはソフトウエア

仮勘定として、完成品についてはソフトウエアとして、いずれも資産計上して

おります。市場販売目的のソフトウエアについては見込販売数量に基づく償却

額と残存見込販売有効期間（３年以内）に基づく均等償却額とのいずれか大き

い金額を減価償却費として計上しておりますが、製品販売戦略の見直し等によ

り当初予定していた収益が見込めなくなった製品が発生した場合には、翌事業

年度の業績に重要な影響を与える可能性があります。

３．貸借対照表に関する注記

(1) 減価償却累計額の直接控除

有形固定資産の減価償却累計額 40,802千円

(2) 関係会社に対する金銭債権または債務

区分表示されたもの以外で当該関係会社に対する金銭債権または金銭債務の金額

は、次のとおりであります。

短期金銭債権 54,578千円

長期金銭債権 153,129千円

短期金銭債務 85,045千円
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４．損益計算書に関する注記

(1) 売上高のうち、顧客との契約から生じる収益の額 2,368,633千円

(2) 関係会社との営業取引及び営業取引以外の取引の取引高の総額

営業取引（収入分） 50,160千円

営業取引（支出分） 221,564千円

営業取引以外の取引（収入分） 1,223千円

５．株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式に関する事項

株式の種類
当事業年度

期首
増加 減少

当事業年度
期末

普通株式(株) 441,890 － 25,100 416,790

（変動事由の概要）

譲渡制限株式報酬としての自己株式の処分による減少 19,300株

ストックオプションの行使による減少 5,800株

６．税効果会計に関する注記

繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳（単位：千円）

（繰延税金資産）

棚卸資産 4,518千円

未払事業税 6,406千円

賞与引当金 13,039千円

役員賞与引当金 2,342千円

株式報酬費用 5,222千円

減価償却超過額 2,061千円

敷金 1,995千円

長期未払金 16,582千円

投資有価証券評価損 31,150千円

その他 △4,804千円

小計 78,516千円

評価性引当金 △52,336千円

合計 26,179千円
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７．関連当事者との取引に関する注記

(1) 会社等

（単位：千円）

種 類
会社等
の名称

議決権等の
所有(被所有)

割合

関連当事者
との関係

取引
の内容

取引金額
科 目 期末残高

子会社
四国チエル
クリエイト
株式会社

所有
直接100%

資金の貸付

資金の

貸付

回収
7,500

貸付金 140,625

利息の

受取
1,157 未収利息 －

（注）取引条件は独立第三者間取引と同様な一般的な取引条件で行っております。

(2) 個人

該当する事項はありません。

８．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 306.71円

(2) １株当たり当期純利益 50.49円

９．収益認識に関する注記

・収益を理解するための基礎となる情報

収益を理解するための基礎となる情報は、「１．重要な会計方針に係る事項に関

する注記 (5) 収益及び費用の計上基準」を参照ください。

10．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。
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会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書

2025年５月26日

チエル株式会社

取締役会 御中

太陽有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 岩 﨑 剛 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 南 波 洋 行 ㊞

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、チエル株式会社の2024年４月１日

から2025年３月31日までの第28期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主
資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について
監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適
正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載
されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立してお
り、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎
となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内

容を作成し開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセス
の整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当
監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程にお
いて、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違
があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤り
の兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合
には、その事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算

書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ
とが含まれる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成するこ
とが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視
することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬

による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立
場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する
可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に
見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通
じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスク

に対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さ
らに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、
監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査
に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上
の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手
した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関し
て重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性
が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は
重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外
事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した
監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくな
る可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び
内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価す
る。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識

別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているそ
の他の事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を
遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を
除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセー
フガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関

係はない。
以 上
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監査等委員会の監査報告書

監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2024年４月１日から2025年３月31日までの第28期事業年度の取締役の職務の

執行について監査いたしました。その方法及び結果について以下のとおり報告いたします。

1. 監査の方法及びその内容

監査等委員会は、会社法第399条の13第1項第1号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議

の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使

用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意

見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施いたしました。

①監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携の上、

重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、

必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務

及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役

等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証する

とともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求

めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」

（会社計算規則第131 条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議

会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類(貸借対照

表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表)及びその附属明細書並びに連結計算書

類(連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表)について検討

いたしました。
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2. 監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているもの

と認めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認め

られません。

③内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部

統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき

事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2025年５月26日

チエル株式会社 監査等委員会

監査等委員 片岡 伸介 ㊞

監査等委員 呉 明植 ㊞

監査等委員 本田 真吾 ㊞

(注) 監査等委員呉明植及び本田真吾は、会社法第2条第15号及び第331条第6項に規定する社外取締役で
あります。

以 上
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株主総会参考書類

議案に関する参考事項

第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件

取締役（監査等委員である取締役を除く。）全員（５名）は、本総会の終結の時

をもって任期満了となりますので、取締役（監査等委員である取締役を除く。）

５名の選任をお願いするものであります。

取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

ふり がな

氏 名

（生年月日）
略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況

所有する
当 社 の
株式の数

１

かわ い むつみ

川 居 睦

（1962年11月20日）

1986年４月 タカギエレクトロニクス株式会社入社

1993年11月 アルプスシステムインテグレーション株式会社入社

1999年10月 株式会社旺文社デジタルインスティテュート株式会

社（現当社） 取締役

2005年６月 アルプスシステムインテグレーション株式会社

取締役

2006年10月 当社代表取締役（現任）

2017年６月 沖縄チエル株式会社 代表取締役

2025年１月 株式会社オキジム 取締役（現任）

（重要な兼職の状況）

株式会社オキジム 取締役

2,038,600株

２

かた おか ひさ のり

片 岡 久 議

（1967年８月15日）

1991年４月 日本銀行入行

1999年５月 コロンビアビジネススクール MBA 取得

2002年１月 スタンダード・アンド・プアーズ入社

2003年２月 プルデンシャル・インベストメント・マネジメント入社

2003年７月 預金保険機構 入構

2004年11月 リーマン・ブラザーズ証券株式会社入社

2006年３月 ティーオーエー株式会社(現 株式会社東亜) 入社

2008年９月 株式会社東亜 代表取締役（現任）

2015年12月 株式会社アルファクス・フード・システム 社外取締役

2018年５月 株式会社MIMAチャレンジ 代表取締役

2023年７月 四国チエルクリエイト株式会社 代表取締役

2023年７月 チエルコミュニケーションブリッジ株式会社監査役

2024年６月 当社取締役（現任）

2024年６月 四国チエルクリエイト株式会社 取締役（現任）

2025年１月 株式会社オキジム 取締役（現任）

（重要な兼職の状況）

四国チエルクリエイト株式会社 取締役

株式会社オキジム 取締役

4,100株
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候補者
番 号

ふり がな

氏 名

（生年月日）
略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況

所有する
当 社 の
株式の数

３

わか まつ ひろ お

若 松 洋 雄

（1976年６月29日）

1999年４月 株式会社ヨックモック入社

2008年９月 当社入社

2017年４月 当社マネジメントサービス部長

2017年４月 株式会社VERSION2監査役

2017年６月 当社取締役（現任）

2017年９月 SHIELDEX株式会社 監査役

2019年６月 株式会社昭栄広報 監査役

41,100株

４

まえ だ よし かず

前 田 喜 和

（1972年８月29日）

1993年４月 株式会社アーテック入社

2003年４月 アルゴノート株式会社入社

2003年10月 アルプスシステムインテグレーション株式会社入社

2008年３月 アルプスシステムインテグレーション株式会社から

当社へ転籍

2011年12月 当社製品開発部長

2016年６月 当社取締役（現任）

2017年４月 株式会社VERSION2取締役

2017年９月 株式会社コラボレーションシステム 取締役
2018年４月 当社製品技術部長

2018年６月 株式会社VERSION2代表取締役

2018年６月 SHIELDEX株式会社 取締役

2023年６月 沖縄チエル株式会社取締役

四国チエルクリエイト株式会社 取締役（現任）

2024年６月 トラストコミュニケーション株式会社 取締役

（現任）

2025年１月 沖縄チエル株式会社代表取締役（現任）

（重要な兼職の状況）

沖縄チエル株式会社 代表取締役

四国チエルクリエイト株式会社 取締役

トラストコミュニケーション株式会社 取締役

55,300株

５

あわ た あきら

粟 田 輝

（1982年４月20日）

2008年４月 株式会社日本総合研究所入社

2018年４月 当社へ出向 社長室長

2019年４月 当社入社

2019年６月 当社取締役

2019年11月 当社製品開発部長

2021年６月 当社代表取締役（現任）

11,500株
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（注）１．各取締役候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２．川居睦氏は、ICT市場に長年携わり、様々な技術革新やパラダイムシフトを経ながら、当社

の事業を創業期より発展させてまいりました。ICT市場における経営者としての優れた見識
と深い経験が当社グループ全体の経営の監督および企業理念の役職員への浸透に不可欠で
あり、同氏が取締役として適任であると判断しており、引き続き選任をお願いするもので
あります。

３．片岡久議氏は、銀行・証券会社等の金融機関に勤務実績があり、アナリストや調査役とし
ても企業財務分析、経営支援に関わってきたほか、当社グループとしては四国チエルクリ
エイト株式会社での代表取締役としての経験がございます。今後は、当社の業務執行取締
役として、事業戦略及びIR戦略・資本政策の立案と実行等の役割を担うことにより、企業
価値の向上に寄与するものと判断しており、引き続き選任をお願いするものであります。

４．若松洋雄氏は、事業会社および当社において20年以上の経理・財務の専門知識と経験を持
つとともに、上場経験や上場後のM＆A等幅広く当社の経営の基盤整備を行っており、当社
の企業価値を持続的に向上させるため、同氏が取締役として適任であると判断しており、
引き続き選任をお願いするものであります。

５．前田喜和氏は、主にICT技術に精通し、当社の開発責任者及び営業責任者を務めてまいりま
した。また、2017年以降は当社グループ子会社の取締役として陣頭指揮を執っております。
その製販に関する豊富な経験と実績を有することを踏まえ、当社の企業価値を持続的に向
上させるため、同氏が取締役として適任であると判断しており、引き続き選任をお願いす
るものであります。

６．粟田輝氏は、株式会社日本総合研究所においてコンサルタントとして数々の企業の経営戦
略立案及び実行支援に携わった後、2018年以降は、その豊富な知見によって、当社の中期
経営計画の策定及び実行を主導するなど、当社の成長を牽引してまいりました。当社の企
業価値を持続的に向上させるため、同氏が取締役として適任であると判断しており、引き
続き選任をお願いするものであります。

７．当社は、会社法第430条の３第1項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で
締結しており、各候補者が当社取締役に再任された場合には、各氏は当該役員等賠償責任
保険契約の被保険者となります。その契約の概要等は以下の通りです。なお、次回更新時
には、同様の契約内容で更新を予定しております。
① 被保険者の範囲
当社および当社のすべての子会社のすべての取締役（監査等委員を含む）および監査役
で、既に退任されたものも含みます。
② 保険契約の内容の概要
(イ)被保険者の実質的な保険等負担割合
保険料は会社負担としており、被保険者の実質的な保険料負担はありません。

(ロ)塡補の対象となる保険事故の概要
被保険者が負担することになる責任追及の訴えに係る争訟費用、法律上の損害賠償金を支
払うことによる損害を当該保険契約により填補することとしております。ただし、法令も
しくは取締法規に違反する行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害は
補填されないなど、一定の免責事由があります。
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第２号議案 監査等委員である取締役３名選任の件

監査等委員である取締役全員（３名）は、本総会の終結の時をもって任期満了

となりますので、監査等委員である取締役３名の選任をお願いいたしたいと存じ

ます。なお、本議案に関しましてはあらかじめ監査等委員会の同意を得ておりま

す。

監査等委員である取締役の候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

ふり がな

氏 名

（生年月日）
略歴、当社における地位、担当及び重要な兼職の状況

所有する
当 社 の
株式の数

１

かた おか しん すけ

片 岡 伸 介

（1975年７月27日）

2003年９月 税理士法人大和入社

2006年９月 太陽グラントソントン税理士法人入社

2020年２月 片岡伸介税理士事務所設立（現任）

2020年８月 当社内部監査担当

2023年６月 当社取締役（現任）

四国チエルクリエイト 監査役

2024年６月 チエルコミュニケーションブリッジ株式会社監査役

（現任）

トラストコミュニケーション株式会社 監査役

（現任）

（重要な兼職の状況）

チエルコミュニケーションブリッジ株式会社 監査役

トラストコミュニケーション株式会社 監査役

1,100株

２

ごう あき お

呉 明 植

（1974年７月４日）

2000年11月 司法試験合格

2000年11月 慶應義塾大学司法研究室 非常勤講師

2000年12月 伊藤塾司法試験科 講師（現任）

2011年８月 法学館法律事務所入所

2015年６月 当社取締役（現任）

2023年４月 伊藤・呉法律事務所入所（現任）

10,500株

３

ほん だ しん ご

本 田 真 吾

（1979年６月14日）

2006年11月 司法試験合格

2007年４月 最高裁判所司法研修所入所

2008年９月 弁護士登録

2015年６月 当社監査役

2019年６月 当社取締役（現任）

2023年３月 早稲田大学大学院 法学研究科先端法学専攻

知的財産法 LL.M. 先端法学修士号取得

2025年２月 本田法律事務所入所（現任）

10,500株

（注）１．各監査等委員である取締役候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
２．呉明植氏及び本田真吾氏は、社外取締役候補者であります。また、２氏は東京証券取引所

の定めに基づく独立性基準を満たしております。
３．片岡伸介氏は、直接会社経営に関与された経験はありませんが、各税理士法人にて長年に

わたり税理士として業を行うとともに、当社においても2006年から税務業務に関わり、当
社を熟知しております。2020年8月からは当社の内部監査担当として、監査等委員である取
締役とともに経営の監視において、経営陣から独立して監査業務を行い、その観点で当社
の監査等委員として適任であると判断しており、選任をお願いするものであります。
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４．呉明植氏は、直接会社経営に関与された経験はありませんが、弁護士としての長年の経験
と専門知識を有しており、経営の監視において経営陣からの独立性を十分に確保でき、当
社の監査等委員である社外取締役として適任であると判断しており、選任をお願いするも
のであります。なお、同氏はこれまで社外取締役として職責を適切に果たしており、その
在任期間は、本総会終結の時をもって10年（このうち監査等委員である社外取締役として
６年）となります。

５．本田真吾氏は、直接会社経営に関与された経験はありませんが、弁護士としての長年の経
験と専門知識を有しており、経営の監視において経営陣からの独立性を十分に確保でき、
当社の監査等委員である社外取締役として適任であると判断しており、選任をお願いする
ものであります。なお、同氏はこれまで社外監査役及び社外取締役として職責を適切に果
たしております。その在任期間は、社外監査役としての４年及び監査等委員である社外取
締役としての６年を合わせまして、本総会終結の時をもって通算年数10年となります。

６．当社は、片岡伸介氏、呉明植氏及び本田真吾氏との間で、会社法第427条第1項の規定に基
づき、同法第423条第1項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。各氏が選任
された場合、当該責任限定契約を継続する予定であります。
なお、その契約内容の概要は次のとおりであります。

・取締役（業務執行取締役等であるものを除く）が当社に損害賠償責任を負う場合には、会
社法第425条第１項の最低責任限度額を限度として、その責任を負う。

・上記の責任限定が認められるのは、取締役（業務執行取締役等であるものを除く）がその
責任の原因となった職務の執行について善意でかつ重大な過失がないときに限るものとす
る。

７．当社は、会社法第430条の３第1項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で
締結しており、各候補者が当社取締役に再任された場合には、各氏は当該役員等賠償責任
保険契約の被保険者となります。その契約の概要等は以下の通りです。なお、次回更新時
には、同様の契約内容で更新を予定しております。
① 被保険者の範囲
当社および当社のすべての子会社のすべての取締役（監査等委員を含む）および監査役
で、既に退任されたものも含みます。
② 保険契約の内容の概要
(イ)被保険者の実質的な保険等負担割合
保険料は会社負担としており、被保険者の実質的な保険料負担はありません。

(ロ)塡補の対象となる保険事故の概要
被保険者が負担することになる責任追及の訴えに係る争訟費用、法律上の損害賠償金を支
払うことによる損害を当該保険契約により填補することとしております。ただし、法令も
しくは取締法規に違反する行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害は
補填されないなど、一定の免責事由があります。
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【ご参考】

取締役のスキル・マトリックス

氏名
経営

全般

業界

知識

国際

経験

営業

販売

技術

開発

財務

会計
法務

取締役

川居 睦 ○ ○ ○ ○

片岡 久議 ○ ○ ○ ○ ○

若松 洋雄 ○ ○ ○ ○

前田 喜和 ○ ○ ○ ○

粟田 輝 ○ ○ ○ ○

監査等委員

である取締役

片岡 伸介 ○

呉 明植 ○

本田 真吾 ○

以 上

― 56 ―

2025年05月27日 13時22分 $FOLDER; 56ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



天王洲
セントラルタワー

高
浜
運
河

浜
松
町

首
都
高
速
一
号
羽
田
線

天
王
洲
ア
イ
ル
駅

京
浜
運
河

東
京
モ
ノ
レ
ー
ル

海
岸
通
り

野
村
不
動
産

天
王
洲
ビ
ル

天
王
洲

ア
イ
ル
駅

シーフォート
スクエア

天王洲
ファースト
タワー

り
ん
か
い
線

スフィア
タワー天王洲

ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク

東横イン
ホテル

セブン
イレブン

ハーパー
ワンビル

天王洲
ビュータワー

天王洲
パーク
サイドビル

天王洲
オーシャン
スクエア

正面玄関
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株主総会会場ご案内図

会場：東京都品川区東品川二丁目２番24号

天王洲セントラルタワー27階 「ホール27」

03-6712-9721

●東京モノレール・天王洲アイル駅中央口よりスカイウォークを伝って徒歩３分

●りんかい線・天王洲アイル駅出口Ｂよりスカイウォークを伝って徒歩５分

●都バスご利用の方はJR品川駅港南口（東口）より天王洲アイル循環・

りんかい線天王洲アイル駅行にて天王洲アイル下車

※お車でのご来場はご遠慮くださいますようお願い申し上げます。
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